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愛知県教育委員会教育長 殿

2017年 3月 31織

法・規則・通知に則り全教職員の労働時間数記録作成を求める請康

住所

氏名 加藤 正

1 請願趣旨
に )労働基準法第 108条 に基づく労働基準法施行規則第 54条の規定により、
使用者は雇用する労働者の賃金台崚を調製する義務を負い、その項日の一つとし

て月ごとの労働時間数躍録を作成する義務を負 う。もし、この義務に違反し、記

録を作成 していなかつたり虚偽の記録を作成 したりすれば、労働基準法鰤 20条

により罰せられる。

(2)月 ごとの労働時間数を算出する基礎となる労働 日ごとの労働時間の把種に

ついて、厚生労働省は 2001年 4月 「労働時間の適正な把握のために使用者が
講ずべき措置に関する基準について」 (以下「339号通知」とする)を各都道府県

に通知した。この通知において、労働時間の適正な把握のために講ずべき措置と

して「使用者は、労働時間を適正に管理するため、労働者の労働 日ごとの始業・

終業時刻を確認し、これを記録すること。」が明示されている。 (添付文書 1)

(3)文部科学省は参議1院文教科学委員会において 339号通知が「公立学校の教
職員にも基本的に適用になる」、

'各
種会議の場等におきましてその越旨あるいは

その内容について周知を図る」、「人事主讐繰長会議等の動務時間管理を扱 う、そ

ういう会議において指導いたしたい」と答えている。 (添付文書 2)

(4)県験委はこの 339号通知が管理監督者以外のすべての教職員に適用される
ことを認識している。請願者が以前 21教職第 10餡 号 (勤務時間の適正な管理及
び長時間労働による健康障害防止について):こつぃて質問したとき、「勤務時間
の適正な管理」には 339号通知による勤務時間の適正な把握が含まれる」と答え
ている。

(5)と ころが、請願者が瀬戸西高校における全教議員の 2016年 6月 の労働時
間数記録 (前記 (1)該当文書)及びそれを算蘭する基礎となる教職員の労働日
ごとの始業・終業時刻の記録 (前記 (2)該当)を情報公開講求 したところ、勤
務時間が 7時間

“

分割 り振られている教員分 しか翻示されず、その他の教職員
(事務職員、用務員、短時間再任用教員、非常勤講師)の記録は「作成 していな
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い。」として公開されなかった。

(6)開示日の約 3か月後、事務職員・用務員・短時間再任用教員の動務形態を
示す文書 (添付文書 3, 4, 5)、 非常勤講師の勤務条件を示した文書 (添付文

書 6)が情報提供された。しかし、いずれの文書にも「労働日ごとの始業・終業
時麓を確隠し、記饉』した箇所は確認できず、6月 の客観的な労働時間数を知る

ことはできない。。

(7)県教委は前記 (5)「作成 していない。」理由として「幕任用短時間職員や
非常動講師など勤務時間の短い職員は長時間労働による健康障害を想定していな

いため。」と答えた。

(8)県教委の答えはとうてい納得できるものではない。管理監督者以外すべて
の労働者の月ごとの労働時間数記録作成は前記 (1)の通り法律及び施行規則で

義務づけられ罰則も定められており、怠ったり虚偽の文書を作成したりすること

は許されない。

(9)また、339号滋知は健康障害防止だけでなく賃金不払い残業艤上を目的と
し、使用者が労働時間の適正な把握のため簿ずべき措置を定めたものであり、使

用者である愛知県教育委員会はこれを遵守すべきである。

(10)請願者は、いろいろな学校現場で、事務職員、用務員、短時間再任用機
員が日常的に正規の勤務時間を超えて働いているのを目撃 してきている。また最

近、週 3コマの授業を担当する非常鋤簿師が、1日 1コマの授業前後に 30分乃至 1

時間の授業準備あるいは提出物の点検年に費や しているのを目撃している。

(11)瀬戸西高校における賃金不払い残業の実態があることは当然予想される。
県教委が 339号通知を適用せず、労働時間の適正な把握を行わず、職員の賃金不

払い残業を放置し、あるいは月ごとに適正に把握された労働時間数記録を作成 し

ないことは許されないと考える。

2 請顔項目
(1)全教職員の月ごとの労働時間数駕録を作成すること。
(2)(1)の 労働時間を適正に把握するため、全教織員の労働 日ごとの始業・
終業時刻を確鑑し,これを記録すること。

以上
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総行公舞  20号
平成 13年 4月 27日

各都道府県総務部長

(人事諫、市町村担当躍、区政課扱い)

各機菫府県人事委員会事務鶏長

各構窺都市総務局長 (人事甕篠い)

各構定都市人事委員会事濃鶴長

段

総務省 自治行政

公務員部公務員

労働時間の議驚な舞機のために使用者が講ずべき籍彗に関する議準

について 儘薙)

粛紙資料のとおり労働時間の適工な把握のために使用者が疇ずぺさ措置に目する基準が

厚生労働省において定められました。

貴都道府県におかれましてもこの基準に
=づ
き適切に対応されますようおないいたしま

す。

また、都道府県にお漆ヽれ驚しては各市区町村に通燎方緊瀬い ,ヽたします.

間い合わせ先

棒務省自治行政局公議員部公務員凛第四係

電話  03-5253-5544(菫 通)
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基 発 339号
平成 13年 4月 6日

厚生労働省労働基準局長

(公 印 省 略)

労働時間の適工な把握のために使用者が露ず
べき措置に関する基準について

今般、標記について、別添のとおり、 '労機蒔間の適正な把握のために使漏岩

が薔ずべき構置に関する基準」 (以下「基準」とヽ` う。)を策定し、使用者に労

働時間を管理する責務があることを改めて明らかにするとともに、労働時間の通

正な把握のために使用者が癖ずべさ措置等を示したところである。

ついては、本基準の考え方、周知及び遵守のための指導等については、下記の

とおりであるので、これが取扱いに遺漏なきを翔されたい.

なお、本基準については、3嗜途リーフレットを配布することとしているので、

その周知に当たり活燿を機られたい .

記

1 基準の考え方
(1)競旨について
労働基準法上、使用者 (使用者から労働時間を管理する権限の委餞を受

けた者を含む.以下目じ。)lこ は、労働時!:0の管理を通切に行う責務があ
るが、一部の事業濃において、自己申告傷 (労儀者が自この労働時側を自

主的に申告することにより労働時間を把握するもの。以下問じ.)の不適

=な
運用により、労働時間の把握が曖凛となり、その結果、日増賃金の未

払いや過重な長時鯉労働の間題も生している。このため、これらの閣題の

解消を図る目的で、本基準において労働時間の適正な把握のために使用宥
が請ずぺき具体的措置奪を明らかにしたものであり、使澤者は、基摯を遵
守すべきものであること

`
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が設定されている場合において、当該時間を超える時間外労働を行つた際

に賞与を減額するなど不利益な取扱いをしているものがあること。

(7)基準の 2の (4)に ついて
ア 労働基準法第 109条 において、 「その他労働関係に関する重要な書
類,1こついて保存義務を瞑しており、始業・絡業時刻など労働時間の記

録に関する書類も同象:=い )'その他労働関係に関する重要な書類」に
該当するものであること.これに該当する労働時間に禁係する書類 とし
ては、使用者が自ら綸業・終薬時刻を記録 したもの、タイムカー ド等の

記録、残業命令書及びその報告書並びに労働者が自ら労働時間を記録 し

た報告書などがあること.

なお、保存期間である 3年の起算点は、それらの書類毎に最後の記載
がなされた日であること。

イ 上記アに関し、労働基準機纂 108条 においては、賃金台慢の■製に
係 る義務を使用者に隠し、この賃金台帳の記入事項については労働基準

法施行規則第 54条受びに第 55条に規定する様式第 20号及び第 21
号に、労働 日数、労働時鶴数、休日労働時間数、幕出残案時騒 、深夜

こと。ヽ

(8)基軍の 2の (6):こついて
基準の 2の (6)に基づ.く 繊置を彗する必要がある場合としては、次の
ような状況が認められる●合があること.

ア 自己申告制により労●時間の管理が行われている●合
イ ーの事業場において複数の労働時範制度を採用しており、これに対応
した労曇時関の把握方法がそれぞれ定められている場合

また、労働時間短縮推進委員会、安全・衛生委員会等の労饉濃蟻組織が

ない濃合には、新たに労使協議懇織を設置することも検霧す
.べ
きであるこ

と.

2 基準の周知
本基準については、労働相談、集団指導、監督指導等あらゆる機会を通 じ

て、使用者、労働者等に幅広く周知を図ることとし、本通違発出後、集中的

な周知活動を行 うこと。

(1)窓目における周知
労鶴基準監督署の意口において、麓業規則届、時間外労機・休日労働に

関する協定届等各種届出、摯警・相談等がなされた撼に、割途配付するリ
ーフレットを活用し、本議準の周知を穏ること。
(2)集団指導時等における周知
労鶴時関に係る集団指導、他の員釣のための集目指導、競明会等の場を
通じて積極的に本轟革の周知を図ること。

，
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特に、自己申告制により労働時間の把握を行つている事業壌簿について

は、これを集目的にとらえ、本基摯の周知を図ること。

3 基準の遵守のための指導等
(1)監督指導において、基準の遵寺状況について点検確認を行い、使用者が
基準に定める措置を構していない場合には、所要の指導を行うこと。

(2)自 己申告制の不適正な運用彎により労働時間の適正な把握が行われてい
ないと認められる事業場に対 しては、適切な監督指導を実施すること。ま

た、使用者が基準を通守しておらず、労働基準法第 37条違反が露められ
かつ菫大悪質な事案については、司法処分を含め厳工に対処すること,

..  ヽ
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別 添

労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置

に関する基準について

労働基準法においては、労働時間、休日、深夜業等について規定を設けて

いることから、使用者は、労働時間を適正に把握するなど労働時間を通切に管

理する責務を有していることは明らかである。

しかしながら、現状をみると、労働時間の把握に係る自己申告制 (労働者

が自己の労働時間を自主的に申告することにより労働時間を把握するもの。以

下同じ。)の不適正な運用に伴い、割増賃金の未払いや過重な長時間労働とい
った問題が生しているなど、使用者が労働時15を通切に管理していない状況も

みられるところである。

こうした中で、中央労働基準審議会においても平成 ,2年 11月 30日 に
r時間外・休日・探夜労働の部増賃金を含めた賃金を全額支払 うなど労働基準

法の規定に違反しないようにするため、使用者が驚棄 終業時刻を把握し、労

働時間を管理することを同法が当然の前提としていることから、この前提を改

めて明確にし、始業、終業時刻の把握に関して、事業主が講ずべき措置を明ら

かにした上で運切な指導を行 うなど、現行法の最行を確保する観点から所螢の

構置を講ずることが適当である。」との建餞がなされたところである.

このため、本基準において,労働時間の適正な把握のために使用者が構ず
べき措置を具体的に明らかにすることにより、労働時間の適切な管理の促進を

図り、もって労働基準法の連守に資するものとする。

1 適用の範囲
本基準の対象事業場は、労働基準法のうち労働時間に保る規定が適用され

る全ての事業場とすること。

また、本基準に基づき使用者 (使用者から労働時薇を管理する権限の委餞

を受けた者を含む。以下同じ。)が労働時間の適
=な
把握を行うべき対象労●1

者は、いわゆる管理監督者及びみなし労働時間制が適用される労働者 (事業場

外労働を行う者にあつては、みなし労働時間制が議員される時間に限る。)を
除くすべての者とすること.

なお、本基準の適用から除外する労働者についても、健康確保を図る必要
があることから、使用者において適正な労働時間管理を行う責務があること。

2 労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置
(1)始業・終楽時力の確認及び記録

０
人
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使用者は、労働時間を遷正に管理するため、労働者の労働日ごとの始業・

終業時刻を確認し、これを記録すること,

(2ア爾藤F藤栗時厠あ確憾及び記録の原雨的な方法
使用者が始業 .終塞時期を機 し、記録する方法をしては、原則として

次のいずれかの方法によること。

ア 使用者が、伯 ら猟簿することにより確認し、総籠すること。
イ タイムカー ド、 :Cカー ド等の客観的な鯰線を基礎として穂認 し、絶
録すること.

(3)自 己申告憫により始共・終業時刻の確認及び記録を行 う場合の措置
上記 (2)の方法によることなく、自己申告購によりこれを行わぎるを
得ない場合、使用者は次の措置を躊すること。

ア 自己申告儀を導入する前に、その対摯となる労働者に対して、労働時
間の実態を正しく記録し、適正に自己申告を行うことなどについて+分
な説明を行うこと,

イ 自己中告により絶豊した労働時間が実際の労働時間と合致しているか
否かについて、必要に応して実態口査を実施すること.

ウ 労働者の労働時間の適工な申告を阻害する目的で時間外労働時間数
の上限を設定するなどの構置を諄しないこと。また、時間外労働時鵜

の剤減のための社内通違や時間外労働手当の鷲 1議払奪労働時憫に篠る

事業場の精
=が
、労曇義の労働時間の適鵞な嚇僣を隠書する要因とな

っていないかについて雛博するとともに、当臓要因となつている場合

においては、改善のための措置を講ずること.

(4)労働時間の記録に関する書類の保存
労働時間の記録に関する書類について、労働基準法第 109条に基づき、
3年間保存すること.
(5)労働時間を管理する者の職務
事業場において労務管理を行 う部署の責任者は、当該事業場内における

労働時間の邁正な1嬢難等労麟 間管理の適工化:=綺する事項を管理し、労

働時間管理上の機題魚の湾撻及びその解消を箇ること。

(6)労働時間短縮推進委員会等の活用
事業●の労働時間管理の状況を踏まえ、必要に応じ労働時間短縮推進委
員会等の労使協議組織を活用 し、労働時間管理の現状を把握の上、労働時

間管理上の問題点及びその解消策等の検討を行うこと。
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(文書 2)

153回‐参‐文教′科学委員会‐∽ 号 2∞ 1′ 10′30

○畑野君枝君 日本共産党の嬢野君枝でございます。
子供たちに行き届いた教育を行う上で、教職員の多忙の問題、もう本当に忙

し過ぎるという問題の解決が求められていると思います。その点についてきょ

うはお伺いをいた します。

きのうの、十月二十九日のマスコミでもこの構題は取り上げられて、国立教

育政策研究務の灘査なども紹介をされているところでございます。

私は、ことしの五月にこの簡題、教職員の長時間過密労働について取り上げ

て質問をいたしました。その点について再度伺いたいわけでございます。

四月の六日に厚生労働省から出されました、「労働時目の轟正な把掘のため

に使用者が購ずべき措置に関する基準について議
―
の通達につきましては、その

委員会の中で、総:務省からは、四月二十七臓に進知を行って、教育委員会も対

象になると答弁されました。また、文部科学省からは、厚生労働省の基準は私

立学校の教職員には当然薔用され、公立学校教職員にも基本的には適用される

と答弁をされております。

そこで伺いたいのですが、一つは、総務省のおっしゃった教育委員会も対象

になるという点につきまして築体的に伺いたいと思います。あわせて、文部科

学省からは、公立学校教職員 :こも基本的には適用される、この具体的な中身に

ついて伺いたいと思います。

○政府参考入 (板倉敏和菫) 総務省といたしましては、地方公務員には原則
として労機議準法の滴用があることから、従来より労働基準法に関しまして各

地方公共轟籍苺こ必要な情報提篠を
―‐
行ってま,ヽっております。

厚生労働省が定めた基準は労働時間を適正に絶握するためのものでございま

して、その点につきましては公立学校の教職員も基本的に対象となるものでご

ざいます。したがいまして、教育委員会も対象となる旨お答えをしたところで

ございます。

O政府参考人 (矢野重典君) 私の方からは、地方教育公務員についてのお答

えを申し上げたいと思います.

地方公務員にもこれは適用されるわけでございますので、当然のことながら

埜≦墜壁墾≧塾璧逼塵:量1望菫:製奎1鯉墨塑議盤塁塁わけでございまして、具体曽
には、
_

この基準の壌銀のうち、一般的に申し上げますと、少し細かい議で恐緒でござ

いますけれご鼈_始業・終業時|なの確認及び記録についての瑛露でございます

とか、またその確認、記録の源奥11的な方法についての項目、さらには労働時間

の記録に関する書類の保存に関する項目、また労働時間を管理する者の職務に

‐ 1‐



関する項目、こうした項目が適用になるものと考えているところでございます。

○畑野君枝君 そうしますと、総務省に伺いない、確認したい点ですけれども、
教育委員会も対象になるという|こ とは当然学校にも周知徹底されるということ

になるわけですか。

○政府参考人 (板倉敏和君) そのように考えております。
O‐畑野君枝君 次に、文部科学省に御確認なんですが、労働時間の適正な把握
の問題につきましては、当然、始業・終業時燃の確認及び1麗録と言われました。

そこで、始業・終業時刻なんですけれども、これは、傍えば命令のない超過

勤務というのも始業・贅集時刻の確認及び配録というのに入りますか。

○政府参考人 (矢野菫典君) 個々のケースでその判断が難しい場合もあろう
かと思いますが、一般的には命令のない動務につきましても始業時刻に入るも

のと思っております。

O畑野君枝君 そうしますと、命令のある超過動務ですとか部活動などについ
てもこれは当然入るということでよろしいですか。

○政府参考人 (矢野重典君) そのとおりでございます。
●畑野君校君 今御説明があったわけでございますけれども、現場の黎繭委員
会に関きますと、そういうことが徹底されていないような実態もあるやに伺っ

ているんですね。

そこで、私、ぜひ文部科学雀といたしましても、こうした厚生労働省の通知

について、いろ讐ヽろな手だてを尽くしてきちっと現場にまで徹底されるように

必要な措置をとる必要があるのではないかというふぅに思うんですが、いかが
でしょう力、

〇政府参考人 (矢野重典君) 先ほど申し上げましたように、この基準につき
ましては地方公務員である教爾‐.‐公務員についても適用があるわけでございま
す。そういう意味で、私どもといたしましては、この基準につきまして、曇:□:
全墨望塑量奎1こ:笙菫曇L161S:こ2重ヨL=ぬ.生曇』」LヨL≦2.墜≧変」量≦≧12工:日菫」」■ることな
どによりまして各教育委員会に対し教職員の動務時閥管理を適切に行うように
指導してまいりたいと考えているところでございます。
○爆野君枝君 何か会議以外に具体的に出すとか、そぅ。、ぅことは考えていら
つしやるんですか。

○政府参考人 (矢野重典君) 当面、今考えておりますのは、.ム轟主麓量量会

は 警

饉 薇 ≧ 鐵 塑 靭 聾 ∝ � 甦 薫

○畑野君枝君 いろいろな手だて、例えば総務省につきましては通遺が濃され
II:る 夕[ヽ 21と

でござぃますが、各省庁連携しながら、あらゆる手だてを通
してこれを現場にまで徹底さていただきたぃとぃぅふぅに思います。
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